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11 全全国国戦戦没没者者追追悼悼式式のの挙挙行行 

 毎年８月15日は「戦没者を追悼し平和を祈念する日」とされ、政府主催により、先の大戦による戦

没者を追悼し、平和を祈念するため、日本武道館で「全国戦没者追悼式」を天皇皇后両陛下御臨席の

下に挙行しています。 

 この式典には戦没者御遺族をはじめ内閣総理大臣、衆議院・参議院両院議長、最高裁判所長官のほ

か各界代表の方々が多数参列されます。 

 

 

 

 

  

22 千千鳥鳥ヶヶ淵淵戦戦没没者者墓墓苑苑拝拝礼礼式式のの挙挙行行 

 毎年５月下旬、厚生労働省主催により、海外（硫黄島を含む）から持ち帰られた戦没者の御遺骨の

うち、御遺族にお返しできない御遺骨を東京都千代田区にある「千鳥ヶ淵戦没者墓苑」に納骨し、併

せてこの墓苑に納められている御遺骨に対して拝礼を行う「千鳥ヶ淵戦没者墓苑拝礼式」を皇族御臨

席の下に挙行しています。 

 なお、これまでの納骨数は約37万柱となっています。 

 

 

 

 

33  遺遺骨骨収収集集のの実実施施 

   海外（硫黄島、沖縄を含む）での戦没者約240万人の遺骨収集は、昭和27年度から南方地域で開始  

されました。その後、平成３年度からは旧ソ連地域での抑留中死亡者について、さらに平成６年度か

らはモンゴル地域での抑留中死亡者についても遺骨収集を実施しています。 

 また、平成15年度からは、御遺骨を御遺族のもとへ可能な限りお返しするため、身元特定のための

DNA鑑定を実施しています。 

   陸海軍部隊や一般邦人の引揚者が持ち帰ったものを含めると、これまでに約 128万柱の御遺骨を収

容していますが、戦後 79 年が経過し、戦友等から提供される遺骨情報が減少しています。このため、

平成18年度以降、民間団体等の協力を得た未送還遺骨の情報収集や、海外の公文書館での資料調査を

強化してきました。 

 こうした中、平成 28年３月に「戦没者の遺骨収集の推進に関する法律」（平成28年法律第12号）

が成立し、戦没者の遺骨収集が国の責務と位置づけられたほか、令和６年度までの期間を遺骨収集施

策の集中実施期間とすることや、関係行政機関と連携協力を図ることが規定されました。同年５月に

は「戦没者の遺骨収集の推進に関する基本的な計画」が閣議決定され、同年８月には、戦没者の遺骨

に関する情報収集や遺骨収集を行う法人として一般社団法人日本戦没者遺骨収集推進協会を指定し、

同協会とともに遺骨収集を実施しています。 

   なお、この法律は、新型コロナウイルス感染症の影響等により遺骨収集を計画どおりに実施できて

いない状況を踏まえ、令和５年６月に、集中実施期間を令和11年度まで５年間延長する法改正が行わ

れました。集中実施期間の趣旨を踏まえ、一柱でも多くの御遺骨の収容と送還を実施していきます。 

44  慰慰霊霊巡巡拝拝とと戦戦没没者者慰慰霊霊碑碑のの建建立立 

   厚生労働省では、旧主要戦域や遺骨収集を実施できない海域で戦没者を慰霊するため、昭和51年度  

から慰霊巡拝を計画的に実施しています。また、旧ソ連とモンゴル地域では、抑留中死亡者の埋葬地

等を訪れる慰霊巡拝を実施しています。 

 さらに、戦没者遺児が旧戦域の人々と戦争犠牲者の御遺族という共通の立場で交流し相互の理解を

深め、今後の慰霊事業の円滑な推進を図るため、広く戦争犠牲者の慰霊追悼を行う慰霊友好親善事業

を平成３年度から実施しています。 

 また、厚生労働省では、戦没者への慰霊と平和への思いを込めて、昭和45年度以来、硫黄島と海外

14か所に戦没者慰霊碑を建立しました。旧ソ連地域については、埋葬地のある地方毎に小規模な慰霊

碑を順次建立しています。 
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遺骨収集 （マーシャル諸島）

現地慰霊 （ソロモン諸島）

遺骨収集 （硫黄島）

現地追悼式 （カザフスタン共和国）



戦戦没没者者慰慰霊霊碑碑建建立立状状況況  

慰 霊 碑 の 名 称 建  立  地 竣工年月日 

東京都小笠原村硫黄島 

フィリピン共和国 ラグナ州カリラヤ 

アメリカ合衆国（自治領） 北マリアナ諸島サイパン島マッピ 

パプアニューギニア独立国 東ニューブリテン州ラバウル市 

ミャンマー連邦共和国 ヤンゴン市 

パプアニューギニア独立国 東セピック州ウエワク市 

マレーシア ラブアン市 

マーシャル諸島共和国 マジュロ島マジュロ 

パラオ共和国 ペリリュー州ペリリュー島 

アメリカ合衆国 アラスカ州アッツ島（アリューシャン列島） 

インドネシア共和国 パプア州ビアク島パライ 

インド マニプール州インパール市ロクパチン 

ロシア連邦 ハバロフスク地方ハバロフスク市 

ロシア連邦 サハリン州（樺太）スミルヌイフ 

モンゴル国 ウランバートル市 

 

  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  

硫黄島戦没者の碑 

比島戦没者の碑 

中部太平洋戦没者の碑 

南太平洋戦没者の碑 

ビルマ平和記念碑 

ニューギニア戦没者の碑 

ボルネオ戦没者の碑 

東太平洋戦没者の碑 

西太平洋戦没者の碑 

北太平洋戦没者の碑 

第二次世界大戦慰霊碑 

インド平和記念碑 

日本人死亡者慰霊碑 

樺太・千島戦没者慰霊碑 

日本人死亡者慰霊碑 

 

 
 

昭 46. 3.26 
昭 48. 3.28 
昭 49. 3.25 
昭 55. 9.30 
昭 56. 3.28 
昭 56. 9.16 
昭 57. 9.30 
昭 59. 3.16 
昭 60. 3. 8 
昭 62. 7. 1 
平 6. 3.24 
平 6. 3.25 
平 7. 7.31 
平 8.11. 1 
平 13.10.15 

硫黄島戦没者の碑 比島戦没者の碑 中部太平洋戦没者の碑 南太平洋戦没者の碑

ビルマ平和記念碑

西太平洋戦没者の碑

ニューギニア戦没者の碑

日本人死亡者慰霊碑 （ロシア）

ボルネオ戦没者の碑

第二次世界大戦慰霊碑

東太平洋戦没者の碑

インド平和記念碑

日本人死亡者慰霊碑 （モンゴル）

北太平洋戦没者の碑

樺太 ・千島戦没者慰霊碑


